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講義「文楽の歴史と大阪」 

産学協同、文楽の制作現場から大学へ 

3 月まで国立文楽劇場で養成事業の責任者をしておりま

た。私が文楽に関わるようになったのは、1970 年万博の

年から、34 年程文楽の制作という仕事をしておりました。

簡単に言いますと、緞帳ラインを境にして、その内側で

すね。特に舞台関係、それから出演者の人たちのお世話

を全てする、要するに舞台の裏方の裏方です。日程を決

めたり、配役を決めるといったことや、お稽古に立ち会

って、色々と意見を出したり、最後にお金の計算まで、

文楽の制作現場に長年従事していたということで、今年

4 月より京都市立大学とのご縁をいただきました。 
最近は、産学協同と称され、学問の世界も、文献だけの

研究だけではなく、現場を知っていることも大事ではな

いかという傾向にあります。文楽の成り立ちは文献研究

ありきの成り立ちではありません。文楽の現場は大夫や

三味線、人形遣いや携っている人や観客も含めて成り立

ってきたのです。ですから、現場を知らない学者さんだ

けが机上で研究を進めてもおのずと限界もあるでしょう

から、ある意味きちんとした学問にもならないんじゃな

いか？ましてや、文楽も今も舞台で演じられています。

今も生きています。現状はどうなのか、そこは机上では

なく実際に携わらないと知りえないところで、30 年余り

現場にいた私が、大学に迎えられるというのも、たぶん

そういう必要性があったんだろうと思います。 
 
ジワジワ効く“文楽菌” 

先程こちらに来る時に、地下鉄でおじさんがわざわざ連

結部分のところに出てきて、あちらの扉を閉めて、こち

らの扉を閉めて、真ん中を密室常態にしたので、飛び降

りるのか？とびっくりしたんですが、やおらポケットか

らタバコを取り出してタバコを吸いはじめました。今、、

地下鉄は全部禁煙になってますから、吸うことができな

いのです。大阪の地下鉄で一番長い距離でも、所要時間

は 30 分くらいしかないんですよね。「そんなにまでして

タバコ吸いたいのかなぁ？中毒なのかなぁ？」よく考え

てみたら、私自身もかかっている中毒がありました。“文

楽菌”というのがありまして、あんまり感染力は強くな

いんですけれども、一旦感染しますとなかなかしつこい

菌です。ジワジワジワジワ効いてくるので、皆さんもそ

のうち文楽を見ないと今月はどうも落ち着かないという

ようなことになってくると思いますから、どうぞそれは

覚悟しておいて下さい。 
塾生の方は、先程からもご紹介がありましたように、い

ろんなものをご覧になったり勉強されたり、文楽ももう

十数回ご覧になって、いろんな知識を今までにも実践的

にずっと蓄積されてきたので、今日私がお話することは、

特に目新しいことはないかもしれません。皆さんの方が

ご存知のこともあるかもしれませんので、まぁ今日はそ

ういったような知識を蓄積されてこられたものの再確認

というくらいのつもりで、気楽にお聞き下さい。 
 
先進国日本で生き続ける古典芸能“雅楽” 

なぜ、文楽が大阪なのか？という話がありましたが、や

はりそれについては、かなり振り返ってお話を始めまし

ょう。 
まずですね、日本という国は非常に珍しい国でして、ず

っと古い、いわゆる古代に属するその時代に出来上がっ

たような芸能から、中世の芸能、近世の芸能といったも

のが、これだけ発達した先進国・工業国といわれるよう

な国でありながら、それらを非常に大事にして、それが

いまだにきちんと伝えられています。しかもそれがただ

単に先程申し上げたような文献の上に残っているだけで

はなくて、きちんとそれが現実に演じられているので、

いろんな形で生でそれを拝見することができるという、

そういう意味で非常に珍しい国なんですね。 
古代の芸能で皆さんも機会があればご覧になれるものに、

例えば雅楽というものがありますね。で、雅楽というの

は、中国の唐の時代に中国の宮廷音楽として整備された、

もちろんそこには中国オリジナルのものだけではなくて、

シルクロードから入ったもの、東南アジアから入ったも

のといういろんなその音楽を収拾選択して整備して唐の

宮廷の音楽という風にしたものを、日本に輸入されたも

のと、その後日本でも日本風に整備して色々宮中の儀式

の時に使ったもの、それらが雅楽なんですね。で、雅楽

には音楽を専ら演奏する管弦という部分とそれに舞をつ

ける舞楽という２つの部、そしてもう１つは輸入したも

のではなく、元来この日本でオリジナルに作られたもの、

大和楽、今大和楽というと、ちょっと違うんですが、東

遊びとかお神楽とかこういうものも全部宮中で整理して

きちんと伝えていた訳ですね。 
 
宮中・天王寺・奈良で生きる三方楽方の雅楽 

そしてまぁ平安時代にはそれが一度大整理が加えられた



り、あるいは応仁の乱で一時廃絶しかけたり、それを徳

川時代になってからもう一度復活させたり、いろんなこ

とをしながら、そして近いところでは明治維新のときに

それまで一番中心なのは京都、政治の中心であった京都

にまず中心となる楽所、つまり雅楽を伝承していくとこ

ろ、それ以外に地元の大阪には天王寺に楽所がありまし

た。それからもう１つは奈良の南部楽所というこの３つ

を三方楽所（サンポウガクソ）と言いますが、もちろん

これだけでなく厳島にあったり、いろんなところにあり

ますが、主なものは、この三方楽所といわれているもの

がある。 
それが明治維新、東京に首都が移る時に、一応全部東京

に一緒に来なさいと言って、一遍連れられて行ってしま

うんですね。ところがこの中に、どうもやっぱり東京は

私に水が合いませんと、もうリストラされてもいいです

から帰りたいと言って帰って来ちゃった人が何人かいる

んですね。で、その人達が中心になって、天王寺でもと

もと伝えていたものを又こちらでも中央とは別にやると、

それが今雅亮会という形で残っておりますね。秋に朝日

新聞社が後援して公演会をやっておりますが、そして同

じように奈良に帰った人達がいます。これが春日神社に

残っていて、さかんに活動していますね。もう１つは、

天理大学が雅楽に力を入れていますから、奈良では天理

と春日大社とが、色々協力しあって元の南都楽所の伝統

をつないでいると、もうですから千数百年という本当に

長い歴史を保っている、これがちゃんと結婚式の場だけ

でなくて、あるいはお正月の時だけでなくてですね、様々

な奈良の行事として、我々の周りで今でもそれらを体験

することができるのです。 
 
武家に保護された能楽 

それから中世になりますと、皆さんよくご存知のお能で

すね、能楽。これは能とそれから狂言という２つの部分

がありますね。お能は、仮面劇と言ったらいいんでしょ

うかね。そして音楽劇ですね。それに対して狂言は台詞

劇、そしてこれは基本的にはお面をつけません。で、動

作と台詞が中心となります。それに対して、お能という

のはお面をつけて音楽を奏しながら台詞というようなと

ころは非常に少なくて、むしろ音楽が主になっている。

まあ楽劇という言い方をしたりしますが、これは室町時

代に出来て、それからずっと足利幕府の人達、それから

その次の太閤秀吉さん、そして徳川幕府にも庇護せられ

て武家社会の儀式用の音楽（式楽と言いますが）になっ

たんですね。特に太閤さんという人は非常にお能が好き

な方だったらしくて、ご自分でも勿論演能されたんです

が、すさまじいのがですね、彼は太閤一代記みたいなの

をお能に作らせるんですね。それもわが世の春、栄耀栄

華の出世物語を自分が演じるんですから、気分いいでし

ょうね。こんなに気分のいいことはないと思いますね。

まぁたぶんそれにはまったんだろうと思いますけれど、

十数曲太閤さんはお能を作ってますね。 
ところで、我々がお能を見ると必ず後ろに松の木をかい

た壁を目にすることができ、鏡板といいますが、元々舞

台に決してああいうものが備わっていたわけではないん

です。最初は、もう全く何も書いてない舞台。それ以前

はもちろん羽目板もないところでやっていた。それが、

神さまが降りて来るという神聖な松、春日大社の影向の

松（ようごうのまつ）をモデルにし老松が描かれるよう

になりました。技術的にも、具体的なものが描かれてい

るとどうしてもその印象が舞台を左右してしまうことが

あるのですが、松一本描いてあるだけですと、季節感も

あんまり関係ないですし、そしてそれ自体がそんなに主

張しませんしということで、非常に便利なので、松を描

くということになったんですが、案外これも新しくて、

太閤さんの時代だろうという風に考えられますね。です

から、そういう中世に作られた能楽というもののが、大

事なのは宮中とか武家社会とかいうそれぞれある一定の

パトロンの階層というものをもっているんですね。 
 
式楽として武家に仕える家伝の能楽師 

ですから食いっぱぐれが無いわけなんです。この日は、

お祝いをするからそういう舞楽をやりなさい、管弦をし

なさい、宴会をやるからその時にバックで管弦を演奏し

なさいということが、天皇さんなり宮中から命ぜられて、

それをきっちりと演ずれば生活の面倒はきちんと見ても

らうということができるのです。宮内庁では、このシス

テムは今でも変わらないんですね。宮内庁に楽部という

ところがあって、その定員の中に入ればもうそれで一生

保障されるわけですね。そういうパトロンというものが

ついたお能は、徳川幕府の江戸においてだけではなくて、

各藩それぞれが能楽師をかかえて、そしてそれぞれの祈

念すべき日には城中で演能するんですね。で、これを武

家しか見れなかったかというと、案外そういうところは

江戸時代は我々が考えるよりも優雅なものがあったよう

です。「お能拝見」といって、時にはお城の門を開けて、

一般の町人も一緒に白砂で見ることができる。というよ

うなことがよく行われていたようです。 
今お能は五流ございますね。金春流、未生流、観世流、

金剛流、喜多流という５つの流派がありますけれども、

その当時、江戸時代までは喜多流というのは無かったん

ですが、その中でも観世流が一番隆盛でした。全国参百

諸侯の中でも 70％くらいですかね？もっとかもしれま

せんが、観世流が、まあほとんどだったのですが、中に

は加賀の金沢なんかは今でも金春流ですが、力がある藩

には独自性がある。いずれにしてもお能というものを武

家が式楽として保護するということが行われてきたので、

能楽師は生活の心配なくそれに打ち込むことができまし

た。ですから、お能にしても雅楽にしてもやはり必然的



に家で仕えていくということが、一番大事なことなんで

すね。それをキチッと伝承していくということを必ず求

められるわけです。基本的に芸能というものは家伝で繋

いでいくということが前提になるんですね。 
 
庶民の人気に支えられた歌舞伎・人形浄瑠璃 

それに対して近世になりますと、このまず皆さんがこれ

からご覧頂く文楽という人形浄瑠璃ですね、それから歌

舞伎。こういうものが芸能として出てくるわけですね。

でも実はこの同じような伝統芸能といわれているもので

も、お能と雅楽に比べて、歌舞伎・人形浄瑠璃というの

は非常に違う要素を持っているんです。それはどこが違

うか？と言いますと、この人形浄瑠璃・歌舞伎はだいた

い 1600 年前後関ヶ原合戦の前後に、京都の四条河原で

行われるようになったと。で、それは何がその場所で行

わせるようになったかというと、つまりこれはお客さん

が特定の人ではないということなんですね。河原に集ま

ってくる庶民、特に京都という日本独特の都市ですね、

その都市で庶民を相手にして行う芸能として人形浄瑠璃

や歌舞伎というものが発達したわけです。ですから一番

大きく違うのは、人形浄瑠璃や歌舞伎というのは、お能

や雅楽と違って、必ずそれがやれるっていう保障が無い

んですね。つまり庶民の都市に集まってきて、商売をし

たりあるいは職人さんとしていろんなものを作ったり、

売ったりしているそういう人達の日々の稼ぎのうちから、

余裕がある部分で自発的に見に行こうと、これだけ稼ぎ

があるから必ず毎月見に行くとか毎回見に行くとかいう

ことでも無いわけなんですね。お金がなければまず行か

ない。その次にお金に余裕があっても、おもしろくなけ

れば行かない。興味がなければ行かない。ですから何の

保障も無いわけなんです。先程申し上げたように雅楽と

かお能っていうのは、ちゃんともう生活が保障されてい

る。見てくれてもくれなくても、ちゃんと月々の手当て

が出て年間きちっと生活ができるようになってるわけな

んですね。その代わり、言われた時にはきっちり言われ

た通りのことをやらなければいけないのと、それをずっ

と家の芸として伝えていかなくてはいけない。そういう

義務もあるわけなんですね。それに比べますと、近世の

都市の庶民芸能として登場した人形浄瑠璃や歌舞伎とい

うのは、そういう保障が一切無い。誰からもやってちょ

うだいと言われてやっているわけじゃないんですね。や

る者が勝手にやりますと言ってやるんです。ところが、

それを見る側はせっかくおもしろそうなのをやってくれ

ているけれど、お金が無いからやめとこう。或いはもう

行った人に聞いたらつまんないって言うからやめとこう

っていう世界なんですね。ですから人形浄瑠璃や歌舞伎

というのは、成立以来、雅楽や能に比べるとすごい真剣

勝負を続けてるわけなんですね。生きるか死ぬかの真剣

勝負です。ですから昨日より今日、少しでもおもしろく

する。この前の公演よりも今回の公演はさらに話題を作

るようなものをやる。新しい表現を作る。いろんな新し

い演出をする。大道具を立派にして目を驚かす。あるい

はいい声の大夫さんを発掘しておもしろい場面を語らせ

る、いろんなことを考えておかないとお客さんがついて

来てくれないんですね。 
 
目を引く出で立ち阿国の歌舞伎 

歌舞伎踊りというものが、最初は出雲の阿国が来てやっ

たと、これは何が人気を得たかというと、出雲の阿国の

歌舞伎ぶりなんですね。歌舞伎と言うのは何かというと、

今皆さん思い出していただくと、歌舞伎という字を思い

出していただくと分かりますが、歌い舞う伎（わざ）。こ

れは俳優のことです。ですから、ある俳優さんがその人

の肉体的な条件をフルに活用して歌ったり踊ったりして

楽しませる芸能っていうのが、歌舞伎ですよね。ですか

ら歌舞伎というのは何よりも俳優さんの魅力がないとい

けないんですね。化粧して出てくると多少違うでしょう

けど、でもやっぱり元が良くないとだめですよね。玉三

郎さんなんて綺麗ですよね。それがきちっと化粧して鬘

つけて綺麗な衣装をつけて、スッと立ったら、もう立っ

ただけで、ああいいなあ！と思うじゃないですか。そう

いう人じゃないと、やっぱりお客はつかないんですよね。

ですから歌舞伎というのは、まず何よりも俳優の魅力が

メインであることは、今でも同じです。猿之助さんのス

ーパー歌舞伎だったら見に行こうか！というのは、これ

は猿之助さんという人を中心としてその人の個性で仲間

を集めて、そして自分たちが一番目立つような作品を作

って目立つような演出をして舞台の上にクレーンまで引

っ張り上げて宙を飛んで見せたりとかいうことをやる。

他の人がやっても、あそこまで効果がないんですね。あ

るいは猿之助さん達だからおもしろい。ですから何をや

るか、もちろんおもしろい三国志もいいし、日本武尊で

もいいんだけど、そういうことよりも、猿之助さんだか

ら見に行こうと、そういう要素が歌舞伎には強いんです

ね。そういうことを歌舞伎をやる人たちは一生懸命考え

る。そういう中で一番最初に阿国というのは目を引いた

のは、歌舞伎ものだったからですね。 
歌舞伎ものとはどういうものかというと、かぶくという

のはですね、漢字でかくと、かたむくですね？要するに

何がかぶくかというと、正当なものに対して傾いている、

それがかぶくなんです。何かと言うと、正当なっていう

と、服装で例えると、サラリーマンでいったら、背広着

てネクタイしてっていうのが正当なですね。まぁ、ユニ

フォームみたいなもんですが、それに対して最近はそう

いう格好だけでなくていいから、カジュアルな格好で出

てくる日を作りましょうと、金曜はカジュアルデーって

いって言ったりしますよね。それまでそんなことしたこ

とない人は、戸惑ってどんな格好していったらいいのだ



ろう？で、さんざん考えたあげく、ネクタイ外しただけ

でたいして変わりないという格好で来る人がいれば、あ

の人があんなことを！と思うようなびっくりするような

格好をしてくる人もいる。そのびっくりするような格好、

これがかぶいているわけなんですね。そういうその通常

の路線からちょっと外れたということが、それがかぶく

ということなんですね。 
 
お国歌舞伎・若衆歌舞伎廃止から、野郎歌舞伎へ 

ですから出雲の阿国というのは、その当時の風俗から見

ると、かなり目立った変わった服装やら演技をしていた

ようです。例えば、今残されている絵なんかですと、若

衆なみに、男のようなデザインをして、そして刀をつい

て胸には大きな十字架のペンダントを、もうそろそろキ

リシタンは禁令になるころですね。危ない、でもそれが

非常にやっぱり目立つわけですね。で、綺麗な女性がま

ず少年のような格好をするということ自体怪しいですよ

ね。しかもそろそろ禁教になるようなキリシタンを表す

ような十字架を堂々とつけて、そういったようなことは

非常にかぶいているわけですね。そういう服装とか演技

とかいうものをその当時は踊りを行うということで、歌

舞伎踊りという名称をつけられるんですね。そしてそれ

を京都の遊女たちが集団で真似をして遊女歌舞伎が流行

りましたが、当然これでは風俗が乱れるからといって禁

止されました。 
そこで、、次に「若衆歌舞伎」という、まだ成人前の非常

に若い美しい少年達で組織した何か今でもある雰囲気で

すよね？そういうまあ芸能団を作って、それでいろんな

物真似させました。-当時は戦国の時代の威風が残ってい

て、男色が非常に流行っていましたから、これも当然危

ないということで禁じられてしまいました。 
そこで、次は野郎歌舞伎という名前からしてなんだかム

サイですよね。それはどう違うかというと、美女でも美

少年でもないのですから、何かやろうと思ったときに若

衆たちと同じようなことをやったら気持ち悪いだけです

よね。野郎ばかり集まっても、なかなか綺麗なぁとかい

うわけにはいかない、そうなると演技力というものが求

められてくるということで、歌舞伎はだんだん踊りや物

真似の世界から演劇という要素を強めていきます 
当時、実は歌舞伎の場合は初めきちんとした台本が無か

ったんですね。踊りやら物真似でしたら、無くていいわ

けなんですね。そして役者を見に来るわけですから、特

に何もなくてもちょっとポーズをとって見せたらそれで

充分みんな満足するっていう世界から始まっているわけ

ですから、でも若衆歌舞伎から野郎歌舞伎になってきた

ら、それでは客は寄り付かない。従ってそうなりますと、

台本が必要になってくるということで、作家も現れます。 
 

牛若丸との浄瑠璃姫の恋物語を語る人々 

実は、人形芝居はきちんと台本を持たないと出来ない芸

能ですから、歌舞伎よりも先に台本があったんので、歌

舞伎も台本をもとにどんどん演劇性を高めていくこうと

になりました。人形浄瑠璃というのは、最初に浄瑠璃と

いう音楽があったんですね。この浄瑠璃という音楽は、

やはり早く中世室町時代の中頃過ぎには出来ていたはず

なんですが、浄瑠璃という言葉自体は音楽を表すもので

はありませんね。浄瑠璃という言葉は、元々仏教用語で

「清らかな宝石」という意味ですから、例えば水晶です

とかね、そういったようなことなんですけどね。で、こ

れは阿弥陀の住んでいる世界を浄瑠璃世界と言われてい

るのです。三河にいた長者に子供が無いので、お祈りし

たところ、一人の女の子を授かったので、阿弥陀の願で

授けられたので、浄瑠璃姫と名づけられました。美しく

成長した浄瑠璃姫と東北へ下っていく牛若丸が恋仲にな

ってそういう恋物語が作られたのが、浄瑠璃姫物語です

ね。そしてその浄瑠璃姫物語を琵琶の伴奏で琵琶法師た

ちが語るようになって、それがだんだん非常に評判にな

って浄瑠璃姫が出なくても浄瑠璃物語というようになっ

て、いつのまにか浄瑠璃という音楽の名前になったそう

です。琵琶法師たちの表の芸は平家物語を語ることだっ

たのですが、平家物語ばっかり語っていてもつまらない

ので何か変わったのはないのか？と言われると浄瑠璃姫

も吟じたのですね。そしたらそっちのほうが有名になっ

っていつのまにか平家物語は捨てて浄瑠璃ばっかりやる

ようになってゆく浄瑠璃語りという人達が成立するので

すね。 
 
西宮戎の功徳を宣伝してまわる人形遣い集団 

そしてその浄瑠璃語りとは別に、古代からいる放浪の芸

能者たちがいたんですが、この人達の中で男性は例えば

手品のようなことをやったり、あるいはジャグラーみた

いにいろんな小さな剣をポンポン投げ上げたりですとか

ね、あるいは高い竿の上に乗るなど、いろんな軽業のよ

うなこともやったし、その中で人形をつかうという芸が

あったんですね。その人形を非常に上手に使う人の一団

が西宮神社に隷属していたんです。これは古代では正式

の人民というのは、きちんと田んぼを耕して、そしてお

米を作りきちっと租税として国家に治めるということを

する人達のことだったのですが、それも大変で、税金が

高く、生活ができにくい。もう少し楽に生活したいなあ

と思う人達が、もう私達は正式な人民と認めてくれなく

ていいとドロップアウトしてしまう訳です。でどうする

かっていうと、非常に有力な貴族の荘園の中に逃げ込ん

だり、それから大きな神社だとか寺に逃げ込んだんです

ね。すいません、何でもやりますから置いて下さいって

いって置いてもらった人達、そういう人達がだんだんそ



ういう芸能を身につけて暮らすようになってきます。あ

るいは先程言いましたように、もともと流浪していた芸

能者たちがそういうところに住み着いていく。ですから、

今でも西宮に産所町という町がありますけれども、これ

がもともと西宮神社の所領内で、産所というのは、本所

に対して産所というところで、つまりあまり生産性の高

くない荒野みたいなところですね。ですからそこは住ん

でもいいよ、でも一生懸命耕してもあんまりものはでき

ないよという土地なのですが、だからどうやって生活す

るかというと、戎神社のいろんな祭礼の時には、神様の

乗った神輿を担ぎなさいとか、普段から神社の境内のお

掃除をしなさいとか、そういう雑用をやるんですね。で、

そのうちに、戎神の乗った神輿をお祭りの時に担ぐこと

を、専門の職業にしていきました。戎かきといわれてい

るんです。その人達は、普段は非常に人形を使うことが

上手だったのですが、戎さんの神輿は毎日かつぐ必要は

ないわけで、お祭りの時に担ぐだけです。神様も、毎日

あっちこっち担がれていても疲れますから、普段はやら

ないんですね。で、普段閑だからどうするかっていうと、

逆に首からかけた小さな箱の中に人形を入れて、その西

宮の戎神社の功徳を宣伝して回るんですね。それを主な

仕事としてあっちこっちいって、そのうちにそれがお能

の人形を使うようになるんですね。能人形を使って、そ

れで非常にその中で上手な人達が出てくるのですが、特

に西宮の戎かきと言われる人達はそういう技能が優れて

いたそうです。ですから、彼らがそういうものをやって、

宮中から見せにおいでなさいと言われて見せに行く、或

いは、自分の方から有力な貴族のところに見せに行くと

いうようなことをやって、だんだんに都とのつながりが

出てくる。ただ、貴族や天皇さんに見せるだけでなく、

せっかく来たんだから普通の人にも見てもらうようにし

ようといって、お能の所作をして見せたり、そのうちに

浄瑠璃語りたちと一緒になって、浄瑠璃操りということ

を始めたのが、四条河原で、1600 年前後といわれてるん

ですね。 
 
京都で発祥・江戸へ進出し撤退した人形浄瑠璃 

ですから、人形浄瑠璃というのは京都が発祥地となり、

だんだんと発達していきますと、特に江戸時代大きく発

展してくるんですね。なぜかといいますと、江戸時代で

は、徳川家康が江戸に開城して街づくりをどんどんやっ

ている時なんですね。江戸はもともとはほんとに小さな

漁村でした。大田道灌が作った小さなお城がある程度で、

その周りには全くの荒地だったところに徳川家康たちが

入って、沢山の三河からの人間を連れてきて街づくりを

した。ですから建設ラッシュなんですね。土木建築の作

業員・技術者が地方からたくさん集まるんですね。つま

り男ばっかりの世界なんですね。江戸の初期というのは、

たぶん江戸の町では男性と女性の比率が 8：2 くらいだと

思います。建設ラッシュなので、男手が足らないので、

天気さえよければ、いくらでも仕事があるんですね。こ

っちの屋敷ができたら、じゃあ隣に行こうか！と別の大

名の屋敷を作らなきゃいけないとか埋め立てしなきゃい

けないとか、神社も作らなきゃいけない、お寺も作らな

きゃいけないというようなことで、仕事はいくらでもあ

る。そういう職人達は宵越の銭を持たないという気質が

できるのですが、そういう 1 日肉体労働をしてる人達に

当時京都で流行っていたような優雅な能だとか謡いだと

かいうものは合わないんですね。手っ取り早く結果の分

かる楽しいものを求めるわけですね。そういう時には人

形芝居というのは非常に便利なんですね。人間と違って、

もともと木やら布から出来ているので、立ち回りのチャ

ンバラをやらせても、バサッと切ったら手がポーンと飛

ぶ、首を引っこ抜くとか、ズボっと人間を投げつけると

かそういうことを人形だったらいくらでも簡単にできる

んですね。人間ではそれはなかなかできない。ですから

人形というのはそういうところが非常に便利で、終わっ

たら又繋いで次に同じものを使えるし、しかも何回もや

り直せるんですね。当然人形ですから人間とは異なり扱

いが荒いと文句は言わないし、お金がかからないという

ようなことで、新興の建設途中の江戸という新興都市に

住んでいる人達や、男性の労働者たち向けには人形芝居

は非常にてっとり早く楽しめる芸能でした。ですから京

都の四条河原で作り上げられた人形浄瑠璃はかなり早い

時期に江戸へ移って、江戸で非常に盛んになるんですが、

江戸の名物は「火事と喧嘩は江戸の花」といわれるくら

いに、関西とは異なり瓦葺の屋根なんていうのはほとん

どない、江戸の市中でも茅葺の屋根の大名屋敷が普通だ

ったと言われています。だから、火事ばっかり起こるん

ですね。作ったそばからどんどん焼ける。で、その大名

のお屋敷は又作ればいいんですが、芝居小屋もどんどん

焼けるんですね。いくら人形芝居が安くあがるといって

も、芝居を作るっていうのは、初期投資が大変なんです

ね。つまりお客さんが沢山来て、何日も何日も来てくれ

て、はじめて元がとれるんで、始める時には一方的につ

ぎこむだけなんですね。沢山お金をつぎこむけど、数日

で火が出て焼けおちたり、隣から燃えてきて駄目になっ

たというのでは、もう泣くに泣けないわけですね。それ

でも当初はやり直しているのですが、火事が度重なると

もうこれは無理だということになってきます。1657 年の

振袖火事という寺小姓の美少年に娘が思いを寄せて仕立

てた振袖を握り締めながら亡くなった後、その振袖と関

わった娘たちが次々と亡くなったので、本妙寺で供養す

る為火をつけたところ燃えながら高く舞い上がり寺の塔

から出火。江戸の人口 35 万人余りのうち 10 万 8 千人が

焼死するという大惨事となりました。その振袖火事を境

に人形浄瑠璃の関係者は江戸に見切りをつけて、大阪や

京都に戻って活躍し、人形浄瑠璃の本場になってきます。 



浄瑠璃物語の 12 段から６段で構成した古浄瑠璃 

やっと大阪で何故文楽が開花したのかという、本題にた

どり着きましたね。長かったですね。（笑）まあそういう

芸能の流れを通じて、人形芝居というのができました。

そしてその中で貞享元年 1684 年に竹本義太夫さんが道

頓堀に竹本座をつくるということになるわけですね。 
義大夫はそれまで農耕浄瑠璃というものはたくさんあっ

たんですね。一人一流一人一派といって、みんな自分の

名前に太夫をつけて呼ぶようなたくさんの浄瑠璃があっ

たのが、古浄瑠璃と言われています。人形芝居の浄瑠璃

だったわけですが、この浄瑠璃というのは先程言いまし

た浄瑠璃姫物語から発祥しています。浄瑠璃姫物語とい

うのは 12 段で書かれていたんですね。でも 12 段という

のは非常に長いんです。ですから 12 段の半分ずつに区切

ってやろうということを考えた知恵者がいるんですね。

そのうち特に前半の六段というのが非常に変化もあって

おもしろいので、だんだん浄瑠璃というのは六段だけや

るようになりました。だから古浄瑠璃の時代にはだいた

い六段だったんですね。ところが井上播磨掾というこれ

はまあ竹本義太夫さんの精神的な師匠ですね。直接習っ

たことはたぶんないと思うんですが、孫弟子にあたるん

ですが、その井上播磨掾さんやそのちょっと後で出てき

た義太夫とかなりだぶる時代の人に宇治加賀掾という京

都の名人がいたんですが、この 2 人はお能のやり方を取

り入れて浄瑠璃を五段で作るということを考えた人たち

なんですね。 

 

5 段に完全定着させた近松と義太夫 

その五段というのを完全に定着させるのが近松門左衛門

と義太夫なんですね。それから能の五段というのは、も

う 1 つ前の雅楽議論を取り入れてるんですね。この辺が

日本の芸能の特徴なんですね。ものが残っているだけで

なくて、それぞれの良いところを取り入れて繋げていく

ようになります。つまり、雅楽の文学的な議論で一番大

事な序破急という理論がありますが、最初にゆっくりや

って、非常に躍動的になって、最後が急テンポで終わり

にもっていくという序破急、これはもう今の日本の芸能

全て序破急を考えないとできませんね。それから音楽で

もそうですし、あるいは文学だって同様です。日本の文

化は序破急という理論を取り入れて成り立っているよう

なところがあるんです。この 3 段階の序破急を５段階に

したのが、お能なんですね。これは観阿弥世阿弥がそれ

をやるわけですが、どうするかというと、まず破の序、

破の破、そして最後に破の急これで 5 段になるわけです

ね。この 5 段階の考え方を目に見える形でやったのが、

お能の 1 日の正式の番組なんですね。お能の 1 日の正式

な番組は朝から、まず最初に脇能という儀式的な能をや

って、その次に狂言と一番やって、そしてその次に修羅

物という侍たちが主に活躍するうがったものですね。そ

してそれが終わると狂言を入れて、その次は蔓物という

女性が活躍するもの、そして又狂言をやってそれから次

は雑能という、それから狂言をやって、最後に祝言。そ

ういう風に性格の異なった５つのお能を組み合わせてや

るのが 1 日の正式な番組だったんですね。ですからこの

5 段と目に見える形で定着をさせたお能の考え方をとり

入れたのが浄瑠璃の 5 段の骨子なんです。ですから初期

の頃は一段終わる度に、幕外で狂言に相当するのろまと

かそろまという滑稽な人形劇をやっていたんですね。で、

これが一度今でも佐渡に残っていますね。のろま人形、

きのすけ人形とかいうおもしろい人形が残っています。

お地蔵さんを背負ってとかね。そういうのがある。それ

がのろま狂言、一幕終わるとのろまが出てきて、又一幕

終わると、という風にやっていたんですが、それは非常

に間が抜けちゃうんですね。それで五段に完成させたの

はのろまそろまが持っている娯楽性というかそういう滑

稽な部分を 5 段の中にとりいれてしまう。ちゃりばとい

う中に取り入れる。そのことで、色々幕の外で違う性格

ののろまをやらなくても 5 段そのもので充分にお客さん

を退屈させない。そしてその雰囲気が途切れない。そう

いう作劇戯曲後世を作り上げた、それが浄瑠璃の 5 段の

意味なんですね。そういう形で雅楽から能楽そして人形

浄瑠璃・歌舞伎さらにはその後の邦楽舞踊、今の歌だと

か文学に至るまでそのまま取り入れられて日本の文化と

いうものが作り上げられています。 

 

道頓堀で火花を散らした竹本義太夫 VS 宇治加賀掾 

そういう手腕を持って貞享元年に竹本義太夫が道頓堀に

竹本座というのを作ります。そうするとその時に焦った

人がいるんですね。京都の宇治加賀掾ですね。これが実

は竹本義太夫は竹本座を作る前、ほぼ 10 年近く前に一時

京都の宇治加賀掾の一座に一緒に出ていたことがあるん

ですね。ですから宇治加賀掾は彼にとっては師匠筋にあ

たるんですね。ところがその宇治加賀掾の座に出ていて、

加賀掾の脇を務めていた時に非常に人気が出た。これは

宇治加賀掾の芸風というのは非常に優美できれいな繊細

な京都人好みの芸だったようなんですね。ところが、そ

れに対して義太夫さんは若かったので、これは俺が優れ

ているから京都のお客は喜んでいる、もう別に宇治加賀

掾のところにいることはないと思って、自分で独立して

清水義太夫と名乗って四条河原で芝居をやるんです。と

ころが、今言ったようにそうじゃないんです。世間は甘

くないんです。誰も一人として義太夫を聞きに来なかっ

たんですね。もう簡単に座はつぶれちゃうんです。それ

でこれはあかん！というんで中国筋へ修行に行って宮島

で数年修行をして、その間にありとあらゆる音楽から民

間芸能から優れていて取り入れられるものはみんな取り

入れるんですね。ですから義太夫節には、他の浄瑠璃の



いいところがどんどん入っている、謡いも入っている平

家振りも入ってるそれから馬子歌から船頭の歌までみん

な入ってる。それがただ入っているだけでなくて、それ

ぞれその戯曲の中で一番効果的に使えるものをそういう

ところに取り入れてるんです。ですから、義太夫節とい

うのは、当時の他の浄瑠璃に比べて非常におもしろくな

ったんですね。それで、貞享元年に大阪の道頓堀で竹本

座を旗揚げして人形芝居を始めたら大ヒットした。その

噂を聞いた宇治加賀掾は、（これはえらいこっちゃ。俺の

ところにいて修行してた小僧がなんか今度はえらく羽振

りがいい、ほっとくと自分の人気をとられちゃう）と言

って慌てたわけですね。これは今のうちに早めに潰して

おいたほうがいいということで、わざわざ京都から大阪

に来たんですね。竹本座の近くにたまたま空いていた歌

舞伎芝居の小屋の権利を借りて、そこでそれを大阪の地

座ということにして興行をぶつけたわけなんですね。も

うすでに宇治加賀掾は名声のある人ですから、これはも

うお客さんも注目しています。 

 

井原西鶴を起用した宇治加賀掾 

その時にしかも用意周到に宇治加賀掾は当時大阪で非常

に評判の良かった井原西鶴にわざわざ暦（こよみ）とい

う浄瑠璃を書き下ろさせたんですね。で、それが 1685

年・貞享 2 年の正月です。で、それに対して義太夫の方

は、まだ駆け出しですから座付き作者を雇える程の力は

ないんですね。で、どうしたかというと先程言いました

大師匠に当たる井上播磨掾が語っていた作品の一番最後

のところをちょっと変えて「賢女の手習並に新暦」（けん

じょのてならい ならびにしんごよみ）を上演しました。

ところがこの大阪のお客さんは新しい浄瑠璃である竹本

義太夫の方に軍配をあげたんですね。義太夫に人気が集

中したんです。こういう場合、興行界では、今は前売り

券を事前に販売しているので、入りが悪いから 3 日で閉

めるっていうわけにはいかないんです。3 日間位ならま

だましなのですが、千秋楽まで 20 日分前売り券を売って

たら、嫌でも 20 日目までやらなきゃいけない。それはも

う文楽劇場も苦しいところですから、その辺は覚えてお

いて下さい。つまり当時は、前売り券を販売していなか

ったので、当日券だけなんですね。ですから客の入りが

悪かったら、早く止めたほうが損害が少ない。やればや

るだけ、今だったら電気代がかかるとか、人件費がかか

るとか、経費がかかるというのは昔も同じです。ですか

ら、宇治加賀掾はこりゃいかんと思って、1 週間か 10 日

くらいでさっさと止めちゃったんです。そのかわり、も

う一回西鶴に頼んで、もう 1 つおもしろいの書いてくれ

と言って、凱陣八島」（かいじんやしま）という戯曲を書

かせるんですね。 

 

近松門左衛門を起用した義太夫 

それに対して今度は義太夫の方はちょっと余裕が出来た

し、この前は古いのを手直しただけだったので、同じ手

口でが通用しない、自分の方も腹を据えて、当時京都に

いて南座の近くの一座の座付き作者であった近松門左衛

門に頼んで、新作を書き下ろしてもらうんですね。それ

が「出世景清」という作品ですね。それを 3 月にお互い

ぶつけあって出した。そしたら今度は加賀掾の方がかな

り優勢になってきたんです。ところがここから先は不思

議だとしか言いようがないんですが、宇治加賀掾の楽屋

から出火するのです。燃えてしまうのです。宇治加賀掾

は止めを刺されてしまうのです。自分の時代は終わった

んだと、もう大阪は義太夫に渡そうということで、京都

へ引っ込んでしまって、二度と大阪に戻りませんでした。

その後、彼は京都ではやはり人気がありましたので、そ

れからしばらく京都で公演して古浄瑠璃の最後のスター

という座を保ったまま息を引き取りました。片や、義太

夫は飛ぶ鳥を落とす勢いになってくるんですね。どんど

ん勢力を増してゆきます。歴史にｉｆ（もし）というこ

とは言っちゃいけないというんですが、なんか出来すぎ

てるなと思いますよね。義太夫がお金かけて近松門左衛

門に書いてもらって負けられへんなという時に、都合よ

く相手の座から火が出るかね？という気がしますが、し

たんでしょう。天も味方をしたというしかないですね。

じゃあ、もっともそのまま西鶴が浄瑠璃書いて義太夫が

引っ込んじゃったかというと、そうじゃないでしょうね。

やはり義太夫節というのは非常におもしろいものなので、

その時にたまたま近松門左衛門が書いたものが、ヒット

しなくても、いずれは近松門左衛門と竹本義太夫という

コンビでやはり義太夫節が主流になる。それが多少 2 年

や 3 年遅れても結局はそうなったんでしょうから、まあ

出火したのは、宇治加賀掾には非常に気の毒だったけど、

やはり 1 つの流れだったと思わなきゃ仕方ないでしょ

う・・・。というようなことがあって義太夫節というの

は世の中に非常に広まっていく。 

 

曽根崎心中で文楽作品で庶民が主人公の世話物登場 

他にもまだたくさんの人形浄瑠璃があったのがどんどん

義太夫節になってしまった。で、まあかろうじて今でも

（ぶんや節）の人形芝居というのが九州とか佐渡の方に

ちょっと残っていますが、もうほとんどないです。今日

本中で演じられている人形芝居は義太夫節で 3 人使いで

というのがほとんどだという状況になるんですね。でそ

ういったようなことをやって義太夫節による人形芝居と

いうのが、日本の人形芝居の主流になっていくと、そう

いう中でも元禄 16年が 1つの大事な時期なのかなと思い

ます。それは元禄 16 年というのが近松門左衛門がそれま

で浄瑠璃の時代にはなかった世話物というのを作るんで



すね。それまでの浄瑠璃というのは、全て今でいう時代

物だったんですね。神代の昔から江戸時代直前の、つま

り安土桃山時代までの公家やら武家やらあるいは高位の

坊さんといった支配層の人達が活躍する作品、それが時

代物なんですが、そういうものしかなかった浄瑠璃の世

界に、はじめて自分達が今生きている同時代のしかも町

人というまったく今まで歴史の表に出てこなかった庶民

を主人公にしたニュース種の世界を、きちんとした戯曲

に仕立てた、それが世話物ですね。そういう画期的なこ

とをやった。ただもちろんその世話物らしいものという

のは、人形浄瑠璃ではその時が初めてですけれども、そ

れ以前上方の歌舞伎界では世話物的な世界は成立してい

ました。そして先ほども申しましたように近松門左衛門

と言う人は京都で歌舞伎作家をしていましたから、世話

というものについては充分に手法を身につけていました。

ですから元禄 16 年曽根崎の森で心中をしたお初と徳兵

衛の話をすぐに事件後 1 ヶ月で人形浄瑠璃の舞台に上げ

ることができた。近年の研究では、どうも歌舞伎の方が

それよりも 1～２週間早く上演をされてるようですね。

歌舞伎での評判を狙って人形浄瑠璃の方でも曽根崎心中

を書いたということになるようです。いずれにしてもそ

れまでにない性格の新しい世話物というジャンルをここ

で作り上げた、それが元禄 16 年。 

 

道頓堀の西に位置した竹本座と、東の豊竹座 

同時にもう 1 つ注目しなければならないのは、義太夫節

の人形芝居は本家の竹本座がそれまでは道頓堀に 1 つだ

けだったんですが、竹本義太夫の弟子で采女といってい

た人が豊竹若太夫といって同じ道頓堀の東側に豊竹座と

いうのを作る。そしてそれ以降時代物の正当な語りを中

心に据えた竹本座と非常に艶麗で優美で音楽性の高い美

しい局を特徴とする豊竹座、この二つが競合するように

なるんですね。そしてこの２つの座がお互いにその特色

を持ちながら、同じ題材の作品をぶつけたり、あるいは

それぞれの演出の仕方を特徴的にする名作を発表しあう

ことで、お互いに人形浄瑠璃というものをどんどん盛ん

にしていって、その２つの座が競い合って、歌舞伎なき

ものとして言われるくらい人形浄瑠璃が盛んになったん

ですね。その元が元禄 16 年 1703 年と思って頂いたらい

いです。ところが、少し考えると非常に不思議なのが、

邦楽といわれているのは、古浄瑠璃のところを見てもい

くらか分かるんですが、ほとんど分派活動の繰り返しな

んですね。もうある 1 つの音楽から弟子が独立をしてそ

の理由は作って、又その弟子が独立してと、元が 1 つで

もどんどん枝分かれをして、流派が家元が出てくる。そ

れが日本の音楽やら舞踊やらの 1 つの特徴。そういうエ

ネルギーをそれぞれの芸術に転嫁していったという風に

いえなくもないなと思います。 

 ところが、義太夫節というのは、それが一切ないんで

すね。ですけれども、竹本座の演奏と豊竹座の演奏は非

常にお互いはっきりした特徴があるんですね。逆に言え

ば義太夫節と片方がいうんならば、若太夫節として全く

別のものとして独立してもいいくらいに違う特徴をもっ

た音楽なんですね。で、あるいは、若太夫豊竹の系統か

ら出てくる駒太夫、この人の音楽的な特徴は、下の義太

夫から考えても相当に異質なものなんですね。にもかか

わらず、皆自分達は義太夫節であると、今でもそうなん

ですね。ですから現代の文楽でも浄瑠璃の演奏として大

きな２つの流れとして西風東風という言い方をしますが、

竹本座が道頓堀の西の方にあって、前の浪速座のあたり

で、豊竹座が道頓堀の東にあって、東映のあたりに小屋

がありましたので、竹本座の芸風のことを西風、豊竹座

の芸風を東風とはっきりと特徴と演奏を分けてやれとい

うんですね。色々事情があって、1 つの浄瑠璃の中で、

前半を西風でやって後半を東風でやる。今皆さん今から

ご覧になられる菅原天神手習鑑の寺子屋では、最初松王

丸達が籠にゆられてたちかえる。ここまでを西風でやれ

と指定がある。それから東風でやれと 1 段の中で西風東

風を積み合わせてやる。その方が演劇的音楽的におもし

ろいからなんですが、それにしても今でもここまでは西

風ここからは東風と分けてやりなさいと、それがきちん

と守られている。それくらい違うものなんですね。にも

かかわらずどちらも義太夫節と言ってる。 

 

いくつもの危機を乗り越えてきた義太夫節 

それはたぶん元祖義太夫さんに対する弟子やら後輩やら

のものすごい尊敬の念が非常に強いからだと思います。

それは 1 つは例えば今でも因協会（ちなみきょうかい）

というのがあります。これは人形浄瑠璃を生業にしてい

る人は必ずそこに登録しなきゃいけないんですが、ここ

に登録してない人は舞台に立てない。あるいは人を教え

ちゃいけないというそういうものなんです。一時そこに

500 人程も登録していた時代があるんですが、今は文楽

の人たちと女性の人達と極少数の素人の人達を教えてい

る人と全部で 100 人程になってしまいましたが、実はこ

の因協会の元は竹本義太夫在世中に始まってるんですね。

これは竹本義太夫という人は非常に信心深い人でお伊勢

さんを信仰していた。ですから始めの頃は自分で年に一

度お伊勢さん参りをしていたんですが、だんだん忙しく

なってそれができなくなって代参させるんですね。そし

て代参した人が帰ってきて無事に行って御礼を頂いてき

ましたというのを皆集まって報告をする会をもったんで

すね。それが 12 月 25 日なんでね。因講という今でも因

協会の総会は 12 月 25 日の午前中に必ずやる。三百数十

年ずっと続けているという、そういう世界です。で、い

ずれにしてもそれくらい義太夫さんに対する信仰的な信

頼尊敬の念というのが、そこまで違う音楽的演劇的な特

徴を持ってる人達までも自分達は義太夫節であるという



意識を持たせて、今まで分派活動を起こすことなく、ず

っとつながって今にまで及んでいるというものが、義太

夫節であるといえると思います。で、もちろん義太夫節

はそんな風にずっと平安できたかというとそうでなくて、

途中で「説教讃語座」事件というのがありまして、「説教

讃語座」という逢坂山の蝉丸神社（蝉丸というのは琵琶

の名士だったことから）が音曲を司るということを宮中

から許されたと主張して、義太夫節の連中も全部「説教

讃語座」の蝉丸神社のもとにはいれという難癖をつけら

れた時、他の大阪にあった人形芝居の人達は（ヘイ分か

りました）といって従ったのですが、文楽座だけが頑と

してそれを拒否しました。そして最初は東町奉行所に訴

え出てこんな難癖をつけられてますと言いますと、残念

なことに東町奉行所はそれは蝉丸神社が正しいから言う

ことを聞けという結論を出されたので、慌てて駄目で

元々だからと、西町奉行所に訴え出たら、色々調べて、

結果文楽の言ってる方が正しい、これは蝉丸神社の方は

一般論を言ってるだけで、そんな支配権は無いというこ

とで、危うく難を逃れました。そのお陰でたくさんある

人形芝居の中で文楽座がものすごく力を持つようになっ

たというようなことがあるんですね。ただ、非常に危な

かったんです。それともう 1 つは例えば曽根崎心中を発

表して非常に大当たりをしたお陰で、それまで 3 年以上

何十年かの芝居の大赤字をやっと取り戻した。あるいは

国姓爺合戦を 17 ヶ月 3 年越しで出して、経営が安定しま

した。逆に言えば、人形芝居というのはそのくらいずっ

と何年か赤字続きで、たまにぽっと黒字を出すという、

いつも危機を経験してるんですね。ですから今も危機続

きの中ですが、先程ご紹介がありましたように平成 15 年

11 月 7 日にユネスコにより世界無形遺産に指定を頂いて、

この正月くらいからお客さんも上向いていますけれども、

でも決して安心ができない。いくつもの荒波を乗り越え

て、文楽が大阪で開花し、今まで 300 年以上延々と続い

てきたという話をしました。皆さんがよくご存知のこと

の、今日はおさらいでございました。そんなことをちょ

っと思い出しながら、本日の演目、最後までお楽しみ頂

ければと思います。 

テープお越し 塾生 林紀公子さん 

 
文楽鑑賞教室 
 

伊達娘恋匪緋鹿子 火の見櫓の段 
● 恋人に会いたい一心で放火をし火形となった娘、お

七の事件は多くの文芸作品を生みました。安永 2 年

（1773）大阪北堀江の芝居で初演された本作は、そ

のお七を扱った決定版といえるものです。 

● 火の見櫓を登る場面では、人形遣いの姿が見えない

で、人形がひとりで登って行くように見える工夫が

されています。 

菅原伝授手習鑑 
● 菅原伝授の大宰府左遷に、梅王丸、松王丸、桜丸の

三つ子の兄弟をからませ、雄大なスケールで展開す

る時代物の傑作。今回は最も有名な四段目、松王丸

とその子、小太郎の死に別れ、“首実検”という緊張

感高まる舞台を紹介。 

■ 寺入りの段 

帝位を狙う左大臣藤原時平は、邪魔者の右大臣菅丞相を

大宰府に配流しただけでなく、嫡子菅秀才の命も狙って

います。武部源蔵は菅丞相から勘当を受けたものの、そ

の技量を見込まれて筆法の伝授を受け、芹生の里で寺子

屋を営んでいます。源蔵の留守に、村外れに住むという

女が男の子を連れてきます。 

■ 寺子屋の段 

源蔵夫婦は、菅秀才を匿っていましたが、時平の知ると

ころとなり、首を討てと命じされます。思案に余った源

蔵は今日寺子屋入りした小太郎を身代わりにする事を決

意します。やがて検使役の松王丸がやってきます。秀才

の顔を知っているはずの松王丸ですが、小太郎のその首

を秀才の首と認めて帰るのでした。源蔵夫婦はほっとし

たのもつかの間、小太郎を迎えに女が戻ってきます。源

蔵と女が争うところへ現れた松王丸は、「倅はお役にたっ

た」と女に告げます。女は松王丸の妻千代で、小太郎は

二人の子供だったのです。松王丸は菅丞相の恩を受けな

がら、敵の時平の家来になった身の不運を嘆き、恩に報

いるのはこの時と、息子小太郎を身代わりにするため、

寺子屋入りさせたのでした。そして、松王丸が救い出し

た御台所と秀才を引き合わせ、秀才母子の対面も叶った

松王丸は、妻と共に悲しい我が子の野辺の送りをするの

でした。（文楽鑑賞教室・解説本より） 

 

参加者・一般：猪子修身夫妻・梶山政彦・後藤由利子・

古丸勇・末広和子・武田雄二・西尾千代和・西尾昭子・

西野晃・西野順子・菱川義御夫妻・吉田吉之御夫妻 
塾生：秋山建人・石見哲子・大森史子・北原祥三・ 
杉山英三・中山恵三・林紀公子・原季美子・原田彰子・

藤田艶・藤戸稔也・堀内紀江・森川千世子・山本たかし・

山本ゆき 受付：大森史子・森川千世子（敬称略・ｱｲｳｴｵ
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